
6広報せたな

繋反応を確認する
●耳もとで「大丈夫ですか」または「もしもし」と

大声で呼びかけながら、肩を軽くたたき、反応があ

るかないかをみます。

罫助けを呼ぶ
●反応がなければ、大きな声で「誰かきて！人が倒

れています」と助けを求めます。●協力者が来た

ら、「あなたは１１９番へ通報してください」「あなた

はＡＥＤを持ってきてください」と要請します。

茎気道の確保
●片手を額に当て、もう一方の手の人差指と中指

の２本をあご先（骨のある硬い部分）に当てて、頭

を後ろにのけぞらせ、あご先を上げて気道を確保

します。

荊呼吸の確認
●気道を確保した状態で、自分の顔を傷病者の胸

に向けながら、頬を傷病者の口・鼻に近づけます。

●１０秒以内で、①胸や腹部の上がり下がりを見て、

②息の音を聞いて、③頬で息を感じます。

蛍人工呼吸
●気道を確保したまま、額に当てた手の親指と人

差指で傷病者の鼻をつまみます。●口を大きくあ

けて傷病者の口を覆い、空気が漏れないようにし

て、息を１秒かけて吹き込みます。傷病者の胸が

持ち上がるのを確認します。●いったん口を離し、

同じ要領でもう１回吹き込みます。

計心臓マッサージ
●胸の真ん中を、重ねた両手で垂直に３０回「強く、

速く、絶え間なく」圧迫します。●人工呼吸２回・

心臓マッサージ３０回を繰り返します。

詣ＡＥＤの使用
●ＡＥＤが届いたら音声に従ってください。

①電極パッドを傷病者の右上と左下の胸に貼りつ

けます。②自動的に心電図の解析が始まりますの

で、傷病者に触れないでください。③電気ショッ

クが必要な場合は、自動的に充電が始まり準備が

できたら「ショックボタンを押してください」とい

う音声が流れますので、誰も傷病者に触れていな

いことを確認し、ボタンを押します。④電気

ショックが完了すると、「ただちに心臓マッサージ

を開始してください」などと音声が流れますので、

これに従って心臓マッサージ３０回・人工呼吸２回の

組み合わせを５サイクルほど繰り返します。⑤２

分ほど経ったらＡＥＤが再び自動的に心電図の解

析をはじめますので、音声に従ってください。

■
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

　

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
し
て
い
る
場

合
、
生
死
を
分
け
る
の
は
、
心
臓
停

止
か
ら
３
分
。
３
分
を
超
え
る
と
酸

素
不
足
に
よ
る
脳
障
害
が
発
生
し
、

生
存
率
は
激
減
し
ま
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
平
常

時
で
平
均
６
分
。
災
害
時
に
は
、　

１１９

番
通
報
す
ら
困
難
に
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

命
を
救
う
た
め
に
は
、
現
場
に
い

る
私
た
ち
が
救
命
処
置
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
大
切
な

人
を
守
り
抜
く
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
救
命
処
置
の
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

AEDとは、心臓が停止してしまった時に蘇生をする為の電気
ショックを行う機器です。
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救命処置の流れ 生
死
を
分
け
る
の
は
、
心
臓
停
止
か
ら
３
分
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
平
均
６
分
。

そ
の
間
、
救
命
処
置
を
し
な
け
れ
ば
…

９月９日は、「救急の日」です！
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■
ご
存
知
で
す
か
？
携
帯
電
話

か
ら　

番
通
報
し
た
場
合

１１９

■
訓
練
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

消
防
で
は
、
９
月
９
日
の
「
救
急
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、「
救
命
講
習
」
を

実
施
し
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
し
だ

い
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
消
火
訓
練
、
避
難
訓
練

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
開
催
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に
消
防
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

■　
　

■　
　

■

　

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
大
事

な
の
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
「
自
助
」、
そ
し
て
家
族
や
地

域
で
助
け
合
う
「
共
助
」、
そ
し
て
最

後
に
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
で
す
。
行

政
や
消
防
は
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
救
助
や
支
援
を
行
い
ま
す
が
、

災
害
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

「
公
助
」
の
機
能
が
行
き
届
か
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
平
成
７
年
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
れ
た
建

物
の
中
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
６
割

が
共
助
で
あ
る
「
近
所
の
人
」
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

年
前
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
の

１５
時
、
共
に
生
き
る
た
め
に
私
た
ち
は

手
を
つ
な
ぎ
、
心
を
一
つ
に
し
ま
し

た
。
そ
の
つ
な
い
だ
手
を
、
一
つ
に

し
た
心
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、
そ

の
思
い
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
。
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■　

番
は
問
い
合
わ
せ
番
号
で

１１９
は
あ
り
ま
せ
ん

　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
火
災
情
報

を　

番
に
問
い
合
せ
る
人
が
い
ま

１１９
す
。
電
話
回
線
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
が
重
な
る
と
、

本
来
の　

番
通
報
が
受
け
ら
れ
な
く

１１９

な
り
ま
す
。
情
報
の
問
い
合
わ
せ

は
、　

番
で
は
な
く
、
次
の
番
号
へ

１１９

お
か
け
く
だ
さ
い
。

・
せ
た
な
消
防
署

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
７
０
９

・
せ
た
な
消
防
署
瀬
棚
支
署

　

殺
０
１
３
７
・
８
７
・
３
３
４
４

・
せ
た
な
消
防
署
大
成
支
署

　

殺
０
１
３
９
８
・
４
・
５
４
０
１

　

携
帯
電
話
か

ら　

番
通
報
し

１１９
た
場
合
、
ま
ず

江
差
消
防
署
に

か
か
り
ま
す
！

　

そ
の
後
、
直

ち
に
各
区
の
消

防
署
・
支
署
に

転
送
さ
れ
て
救

急
車
も
し
く
は

消
防
車
が
出
動

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

災
害
災
害
にに

備
え
て
安

備
え
て
安
心心

我
が
家
の
防

我
が
家
の
防
災災

平素の準備と心構え
●最低限の「非常持出品（貴
重品・飲料水・非常食・電灯
類」等を一つにまとめ、直ぐ
に持ち出せるようにしておく
●テレビ、ラジオ、携帯電話
等で常に新しい気象・災害情
報を手に入れる
●家族がバラバラになったと
きの連絡方法や、避難場所を
決めておくなど

問い合わせ先
せたな警察署

殺０１３７-８４-６１１０

「もし災害に遭ったら…」とイ
メージするだけで、いろいろな
問題が思い浮かびます。

せ
た
な
警
察
署
か
ら
の
お
願

せ
た
な
警
察
署
か
ら
の
お
願
いい

事前の準備と心構え

ここ数年、全国的に地震･河
川の急激な増水等、様々な災
害が発生して大きな被害が出
ており、ここ檜山地方も例外
ではありません。

地域の皆さん一人ひとりが、
“自分と家族の命を守る”
ため平素から地震･台風など
による災害への備えが

大切です！

防災
特
集


